




































































































様式第１号 

報  告  書 

  

令和 ６年１２月２４日 

 

氏 名  えびな 安信    

 

 次のとおり用務（行事）を終えましたので，報告します。 

 

用務又は行事名 東京での意見交換会・視察 

用務又は実施日 令和 ６年１２月２３日 

用務又は実施場所  市外  （   東京都    ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

（ 目 的 ・ 

具体的内容・  

成 果 等 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東国幹財務大臣政務官を通じ、財務省との勉強会を行った。財務省主計

局の地方財政担当が地方交付税総額の算定ルール、配分額、そして税制

の課題及び取組状況に関して説明を行い、質疑応答があった。 

 

地方交付税には細かいルールがあることがわかった。一気に増えること

はないため、小手先で地方交付税を増やすということ以上に、どういう

事業をどのように行っていくかということを計画し、予算を獲得するこ

とに重きを置く必要性を感じた。 

 

特に除排雪に関わる予算、防衛省の周辺整備事業予算等、市と道と国と

が一体となった予算獲得の重要性も再認識する機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

備 考 

 

 

 

（注）関係書類を添付してください。 

（注）枠内に書ききれない場合は，別紙（任意様式）に記載してください。また，最初から内容を別

紙（任意様式）に記載する場合は，当該欄に別紙と記入してください。 

（注）活動の都合上，用務内容を明らかにできないときは，その理由を備考欄に記載してください。 


































































































































